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通巻第７８号

センター長 藤岡 保

暖かい春の日差しが心地良い季節の中で、新年度を迎え、聴覚障害者情報センターでは、こ

れまでどおり感染対策を行いながら手話通訳、要約筆記そして盲ろう者通訳ガイドヘルパーの

派遣を行なっていきます。そして、各種イベントについても自宅等からつないで講座や研修会

に参加できるオンラインも加えた「ハイブリッド方式」で実施する等、コロナとの共存の中で

事業を行って参ります。これまでどおり聴覚障害者の皆さんのニーズを聞きながらこの一年取

り組んで参ります。本年度もよろしくお願い致します。

新年度のあいさつ

紹介１：新年度（令和４年度）の職員体制のご紹介

令和４年４月からの職員の配置を紹介します。お近くへいらっしゃる時は、ぜひお立ち寄り

ください。（★印は、派遣コーディネーターです） お待ちしていま～す！！

●市立聴覚障害者情報センター（コムシティ５階）

【センター長】 藤岡 保（ふじおか たもつ）

【センター主任】門田 和美（かどた かずみ）★

【ライブラリー】市吉 哲夫（いちよし てつお）

【盲ろう者関係】櫻木 奈緒子（さくらぎ なおこ）★

【センター職員】早田 愛（はやた あい）

細江 知真（ ほそえ かずま）

【専任手話通訳】奥森 由美（おくもり ゆみ）

川宿田 清子（かわしゅくだ せいこ）

安藤 薫（あんどう かおる）

亀﨑 美奈子（かめさき みなこ）

●視聴覚障害者情報センター（ウェルとばた６階）

【センター長】森 聖子（もり きよこ）

【要約筆記関係】岩崎 桃果（いわさき ももか）★

【センター職員】永手 靖志（ながて やすし）

※新しい聴覚障害者情報センターの職員と、別の部署に異動になった職員からのメッセージ

は次回７月号に掲載します！！お待ちください。
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予告１：情報保障付き講演会（手話・要約筆記・字幕）

開催が４月までの北九州市主催情報保障付き講演会の情報はありません。（４月１５日現在）

最新の情報につきましては、北九州市の市政だよりやホームページ等でご確認ください。

今年度も、要約筆記者養成講座を開催します。この講座は、聴覚障害者のために要約筆記者

として活動できる方で、文字通訳の技術を習得したい方を対象に行う講座です。

日 時：2022年５月２０日～2023年１月２７日（予定） 全３０回

＊おおむね毎週金曜日 10時から15時（内３回程度 土日開催あり）

開催方法：ZOOMと対面を併用

会 場：北九州市立東部障害者福祉会館（戸畑区汐井町1-6 ウェルとばた６Ｆ）

ＪＲ「戸畑」駅の南口から徒歩１分

応募条件：①受講修了後、通訳者として活動できる方（ボランティアではありません）

（登録後は、活動１時間につき1500円の謝金をお支払いいたします）

②パソコンの基本操作とタッチタイピングの出来る方。

③ノートパソコン（windows10以上、ＵＳＢポート有）を持参できる方。

④ネット環境のある方。

募集期間：４月3日（日）～５月２日（月）

問い合わせ先：視聴覚障害者情報センター TEL883-5552 FAX 883-5553

【講座の様子①】 【講座の様子②】

情報１：令和４年度要約筆記者養成講座の案内

情報２： 日本語字幕付き上映日の映画案内（５月）

☆『名探偵コナン ハロウィンの花嫁』

▶字幕上映日 ５月７日（土） ～ ５月１０日（火）

☆『劇場版 ラジエーションハウス』

▶字幕上映日 ５月１４日（土） ～ ５月１７日（火）

☆『映画クレヨンしんちゃん もののけニンジャ珍風伝』

▶字幕上映日 ５月１４日（土） ～ ５月１７日（火）

◆ お問い合わせ ◆

T・ジョイ リバーウォーク

〒803-0812 北九州市小倉北区室町1-1-1

リバーウォーク北九州デコシティ4

TEL：093-573-1569

FAX：093-573-1653

MAIL：kitakyushu@t-joy.net
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報告１：第１３回聴覚障害者支援セミナー 開催しました。

報告2：聴覚障害者情報センターのつどい 開催しました。

今年度もコロナ感染の状況により、感染予防を充分考慮した内容を企画し、北九州市立西部

障害者福祉会館にて令和４年３月５日（土）に開催しました。

前号で紹介しました『ＮPO法人 ろう高齢者の豊かな生活を支える会 陽だまり』『小倉祇園

太鼓保存振興会 聾鼓会』『北九州盲ろう者支援サークル ひまわり』『字幕ボランティア クレ

ヨン』の４団体の紹介ビデオを製作したものと、当センターの職員が監督・演出・出演してい

る『聞こえない人の日常生活』をコメディタッチに仕上げているビデオを上映しました。会場

ではマスク越しですがクスッと笑う方もいて楽しんでいただけている様子が見られました。

今年度は、市政だよりを見て初めて参加してくださった市民の方や出前講座でお会いした方、

聞こえにくくなってきたと相談される方などの参加があり、幅が広がったように感じました。

最後にお土産として、手作りの携帯用筆談ボードをお渡しすると「これは生活の中で使える」

と喜んでいただきました。

このイベントは『見る・聞く・学ぶ』をテーマに、北九州市立聴覚障害者情報センターを知っ

てもらい、利用してもらうことを目的としていますので、今年度は縮小しての開催とはなりま

したが有意義なものになったと思っています。

手話の会、全通研北九州地域班、市障害福祉企画課と当センターで企画委員会を設け、開催

している『聴覚障害者支援セミナー』を今年度は令和４年2月19日（土）に西部障害者福祉会

館にて開催しました。

テーマは『電話リレーサービス』。講師に一般財団法人日本財団電話リレーサービスのディ

レクター、上嶋太（かみじま ふとし）氏を迎え『きこえなくとも電話でつながるあなたと私』

をサブテーマにオンラインにて講演していただきました。

参加方法は、会場とオンラインのハイブリット形式。参加者数は会場16名、オンライン13

名の計29名で、手話・要約筆記等の支援者やろう者・難聴者、他行政等の関係者など様々な方

にご参加いただきました。

講演では、当初日本財団が行っていた電話リレーサービスモデル・

プロジェクト等、公共インフラとしての電話リレーサービスが始まる

までの経過の話。電話リレーサービスの使い方や利用場面、費用に

ついて。また、登録数、通話数、使い方のマナーについての話を聞く

ことができました。

アンケートでは、会場、オンライン共に「わかりやすかった」

「知らないことが良くわかり勉強になった」との回答が多く、

私達センターの職員も大変勉強になりました。

今後、利用が広がっていくためにも、情報センターでは繰り返し

勉強会を企画していきたいと思います。

【セミナーの様子①】

【セミナーの様子②】

【上映会の様子】 【受付の様子】
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貸出人数 貸出本数

1月 １５ ４３

2月 ０ ０

3月 １ ２

総計 １６ ４５

貸出状況の出ータ

４月。ポカポカ陽気に誘われて、外に出ていきたくなる季節

になりましたね。

いろんな場所で花が咲き、お花見にはちょうどいい季節です。

新年度がスタートし、忙しい日々を過ごしているかもしれませ

んが、ちょっと立ち止まって、周りの景色を楽しんでみません

か？

編集後記

個人 団体 計

１月 ２ ４ ６

２月 ２ １ ３

３月 ７ ２ ９

総計 １１ ７ １８

要約筆記者

個人 団体 計

１月 １２ ０ １２

２月 ７ １ ８

３月 ９ １ １０

総計 ２８ ２ ３０

盲ろう者通訳・ガイドヘルパー

個人 団体 計

１月 １７６ ９ １８５

２月 ２２８ ６ ２３４

３月 ２５１ ４ ２５５

総計 ６５５ １９ ６７４

専任手話通訳者

報告３：派遣事業の件数 出ータ （専任手話通訳者、盲ろう者通訳・ガイドヘルパー、要約筆記者）

紹介2：DVDの紹介『天才！志村どうぶつ園１６年半ありがとう…』（DVD ９８分）

志村どうぶつ園の園長、志村けんさんが逝去されて１年ほど経った頃にテレビで放送された

最終回スペシャルです。

志村園長がスタジオに一緒にいるような演出で、レギュラー出演者（山瀬まみ・相葉雅紀ら）

と共に１６年半の面白かった名場面を振り返ります。最終回スペシャルでは２０２１年2月末

に行った“志村園長最後のロケ映像”を初めて放送。志村園長が孫のように溺愛するチンパン

ジーのプリンちゃんに自転車の乗り方を教えるというものでした。

人間と動物の違いの一つは『笑い』。笑いは人間を元気にする“生活の潤滑油”である。ユー

モアは『癒しの効果があるという人間を解放する笑い』とも言われています。

２０２２年２月１６日～３月７日、福岡市の大丸福岡天神店本館で『志村けん大爆笑展』が

開催され、行ってきました。世紀のコメディアン『志村けん』の笑いのルーツを大年表で展開

し、エピソード話などリアルに再現された等身大の『バカ殿様』『変なおじさん』などがあり

ました。数々の生み出されたキャラクターや実際に使ったかつら、衣装、

小道具も公開。定番の「タライ落とし」の体験もできました。

東京都東村山市駅前に志村けんの像があります。いつか機会があったら

見に行きたいと思っています。『笑いがなければ人は生きられない。

だから僕は笑いを大事にしたい』志村けんの名言です。アイーン…。

【タライ落とし】


